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　平成27年11月10日（火）～11月13日（金）に専攻科生産システム工学専攻2年生の島影
瑞希さんが、フィンランドのヘルシンキで行われたSLUSH (Helsinki ,  Finland)に参加しま
した。SLUSHとは起業家によるプレゼンテーションイベントであり、島影さんは学生の観点か
ら起業教育の高専教育への取り組みに関する情報収集と調査を行いました。

SLUSH

平成28年度　入学式
　麗らかな春の日差しの下、４月５日（火）本校第２体育館において平成２８年度本科
並びに専攻科の入学式を挙行いたしました。
　式では、新田校長の入学許可の後、式辞で「新しい社会づくりに貢献できる技術に
ついて、学校での学びを活かしてほしい。」と述べられました。
　 在 校 生 代 表から歓 迎の辞の後 、新 入 生 代 表から宣 誓が、専 攻 科 入 学 生 代 表 生
産システム工学専攻代表から挨拶があり、式は厳かのうちに終了いたしました。

学校通信

編集後記
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● 学科紹介　　　　　　　　● 新任教職員紹介
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新入生オリエンテーション 新入寮生歓迎BBQ

入　　学　　式

公開講座・出前授業実施

機関士のしごと体験
物を冷やす仕組み
オリジナルTシャツ・バッグ作成講座
食品の加熱って？－電気を利用したヒータの製作－
LEGOロボットを作ろう(初級)
LEGOロボットを作ろう(機械)

オリジナル下敷きを作ろう！
LEGOロボットを作ろう(情報)

担当学科 講 座 名

商船学科・テクノセンター

電子機械工学科・制御情報工学科

商船学科

電子機械工学科・制御情報工学科

商船学科

電子機械工学科

制御情報工学科

制御情報工学科

公開講座公開講座

出前授業出前授業

サイテクランド in 鳥羽商船 2016

その他の講座その他の講座

鳥羽丸体験航海「伊勢湾を調べよう」
ソーラーで動くおもちゃ工作

「INNOVATOR’S SUMMER」in 鳥羽商船
いちごジャムでマイコンプログラミング

電気を測ってオームの法則を確認しよう

3Dプリンタでオリジナルスマートフォンスタンド
を作ってみよう

手作り振動型発電機を作ってLEDを光らそう 8月23日（火）　9:00～12:00

9月４日（日）　9:00～12:00おもしろ理科実験

7月26日（火）  13:00～16:00

8月19日（金）　9:30～12:00

8月25日（木）  14:00～16:00

8月26日（金）  10:00～16:00
8月27日（土）  10:00～16:00

8月29日（月）　9:30～15:30

開 催 日講 座 名

みえアカデミックセミナー

練習船「鳥羽丸」による名古屋港PR活動
及び一般公開

鳥羽商船高専の練習船に乗って
体験航海と造船所見学

みんなでたのしく遊ぼう！ロボット教室

もうすぐクリスマス
遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話

練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海（四日市港まつり） 8月７日（日）

7月22日（金）

8月４日（木）

10月

11月

12月下旬

開 催 日講 座 名
風に向かって走る車を作ろう
合成写真を作って遊ぼう
ヒューマノイドアニメーションを作ってみよう
３DCGを体験してみよう(初級編）
３DCGを体験してみよう(応用編）
３DCGアニメーションを体験してみよう
クリップモータで車は走るか？

商船学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

トランシーバを使ってみよう 商船学科

体験型学習

教養講座

教養講座

開 催 日講 座 名

未定小学生のためのバレーボール教室

秋の公開講座秋の公開講座

英文多読入門講座
入試対策講座(仮称)

８月１日（月）  13:00～15:00
11月頃予定

　学校だより第84号をお届け致します。
　本号は、本校学生の国際交流やクラブ・サークルにおける活動、プログラミングコンテストをはじめと
する様々なコンテストでの目覚ましい活躍の紹介を中心とした内容でお送り致しております。
　社会の要請に応えて進化する鳥羽商船高等専門学校の今の姿をお伝えできれば幸いです。
　本号におきましても、多くの方に記事をおよせ頂きました。有難うございました。　　　　　 （山下記）
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平
成
28
年
度
の
入
学
式
も
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
学
校
だ
よ
り
が
発
行

さ
れ
る
頃
は
、
夏
休
み
間
近
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、
入
学

志
願
者
も
昨
年
度
よ
り
多
く
、
新
入
生
も

本
科
、
商
船
学
科
44
名
、
電
子
機
械
工
学

科
45
名
、
制
御
情
報
工
学
科
45
名
の
合
計

１
３
４
名
と
予
想
以
上
多
く
の
学
生
を
迎

え
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
専
攻
科
生
産
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
８
名
の
新
入
生
を
併
せ

て
１
４
２
名
の
入
学
生
と
な
り
、
心
か
ら

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
も
学
生
の
活
躍
は
目
覚

し
く
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
関
係
で
、
プ
ロ
コ
ン
全
国
大
会

特
別
賞
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
最
優

秀
賞
・
優
秀
賞
、
高
校
・
高
専
気
象
観
測

機
器
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
・
特
別
賞
な
ど

を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
甲
子

園
２
０
１
５
本
選
出
場
も
果
た
し
ま
し

た
。
体
育
系
で
は
、
少
林
寺
拳
法
部
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
こ
れ
ま
た
校
長

の
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
入
生
は
４
ヶ
月
も
過
ぎ
、

中
だ
る
み
状
態
が
生
じ
て
い
る
学
生
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
入
学
式
で
述

べ
た
内
容
を
以
下
要
約
し
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
、
学
業
生

活
に
ち
ょ
っ
と
で
も

”活
“
を
入
れ
て
い

た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
、
非
常
に
長
い
歴
史
の
あ
る

学
校
で
す
。
本
校
の
前
身
で
あ
る
鳥
羽

商
船
黌
が
、
近
藤
真
琴
先
生
に
よ
っ
て

１
８
８
１
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年

で
１
３
５
年
、
そ
し
て
１
９
６
７
年
に
国

立
高
等
専
門
学
校
と
な
っ
て
か
ら
は
49
年

に
な
り
ま
す
。
高
専
は
創
立
当
初
は
中
堅

技
術
者
の
養
成
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
時
代
の
変
化
と
社
会
の
要
請
に
応

え
、
中
学
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
５
年
一

貫
教
育
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
大
学
編
入
、

専
攻
科
の
設
置
、
学
校
の
再
編
統
合
な
ど

を
進
め
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
性
格

を
よ
り
強
め
、
実
践
性
と
創
造
性
を
備
え

た
地
域
と
世
界
の
両
方
で
活
躍
す
る
、
科

学
的
思
考
を
身
に
着
け
た
高
度
の
技
術
者

の
育
成
に
努
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
「
進
化
す
る
高
専
」
と
し
て
、

次
な
る
50
年
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
校
で
は
全
て
の
学
生
が
心
す
べ
き
三

つ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
つ
、
人
間
性
豊
か
な
教
養
人
と
な
る

こ
と
。

二
つ
、
創
造
性
豊
か
な
技
術
者
と
な
る

こ
と
。

三
つ
、
国
際
性
豊
か
な
社
会
人
と
な
る

こ
と
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
広
い
視
野
を
も
っ
た

優
秀
な
技
術
者
と
な
っ
て
社
会
で
活
躍
し

て
欲
し
い
。
さ
ら
に
は
、
人
間
と
し
て
、

何
が
正
し
い
か
を
判
断
し
て
行
動
で
き

る
、
社
会
に
役
立
つ
立
派
な
人
に
育
っ
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
入
学
生
の
多
く
は
、
２
０
０
０

年
の
記
念
す
べ
き
新
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
生
ま

れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
社
会
の
中
堅
と

し
て
活
躍
す
る
時
代
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
高
齢
社
会
で

す
。
こ
の
社
会
は
、
今
ま
で
の
経
験
が
通

用
し
な
い
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
社
会
で
も

あ
り
ま
す
。
あ
る
社
会
学
者
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
は
、
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
が
社
会
を
引
っ
張
っ
て
き
た
社
会
か

ら
、
情
報
が
大
き
な
価
値
を
持
つ
現
代
を

経
て
、
時
間
を
創
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
社
会
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
一
日

24
時
間
、
人
生
１
０
０
年
の
時
間
を
、
ど

ん
な
ふ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
使
う
か

が
問
わ
れ
る
社
会
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
、
時
間
を
扱
う
新
し
い
技
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
変
化
す
る
社
会
の
動
き

に
目
を
配
り
つ
つ
、
新
し
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
技
術
に
つ
い
て
、
学
校
で

の
学
び
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
生
活
に
お
い
て

は
、
授
業
の
予
習
復
習
に
課
外
活
動
、
そ

し
て
社
会
貢
献
な
ど
と
、
あ
な
た
の
時
間

を
う
ま
く
使
う
技
術
を
身
に
付
け
、
あ
な

た
自
身
の
成
長
、
発
達
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
専
生
活
を
送

る
上
で
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
述
べ
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
最
近
の
学
生
の
状
況
を
見
て
い

る
と
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で

学
習
す
る
時
間
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で

す
。
そ
う
な
る
と
順
調
に
進
級
で
き
な
い

人
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
自
分

で
学
習
す
る
時
間
を
し
っ
か
り
と
確
保

し
、
生
活
を
規
則
正
し
く
送
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

校
長　

新
田
　
保
次



学科紹介

校
長
挨
拶

3

　

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
は
、
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の
養

成
施
設
と
し
て
登
録
認
定
さ
れ
て
お
り
、
本
校
所
定
の
課
程

を
修
了
す
れ
ば
、
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の
筆
記
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
外
航
の
大
型
船
舶
に
航
海
士
と
し
て
乗
り
組

む
た
め
の
必
須
資
格
で
す
が
、
三
級
海
技
士
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、
筆
記
試
験
の
免
除
対
象
と
な
る
授
業
と
は

別
に
、
所
定
の
講
習
（
免
許
講
習
）
の
履
行
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
航
海
コ
ー
ス
は
機
関
コ
ー
ス
に
比
べ
て
履
修
科

目
及
び
時
間
数
が
多
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

航
海
コ
ー
ス
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
免
許
講
習
に

は
、
レ
ー
ダ
観
測
者
講
習
（
24
）、
レ
ー
ダ･

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習
（
14
）、
救
命
講
習
（
21
）、
消
火
講
習

（
10
）、
上
級
航
海
英
語
講
習
（
77
）
が
あ
り
ま
す
。
括
弧
内

は
時
間
数
で
、学
科
と
実
技
の
合
計
時
間
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
免
許
講
習
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
新
た
に

Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
（
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
）
講
習
が
40
時
間

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
履
修
科
目
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
新
た
に
40
時
間
の
授
業
が
追
加
さ
れ
た
と
言
え

ま
す
。

　

レ
ー
ダ
関
係
の
二
つ
の
免
許
講
習
と
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
講
習
だ

け
で
も
、
実
に
80
時
間
近
く
履
修
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

は
三
単
位
の
授
業
に
相
当
し
ま
す
。
航
海
コ
ー
ス
の
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
在
学
中
に
多
く
の
講
習
の
課
程
を
経
て
、
三
級

海
技
士
（
航
海
）
の
資
格
取
得
に
臨
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
変
で
す
が
、
船
長
に
な
る
夢
を
叶
え
る
た
め
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
船
学
科
の
就
業
期
間
は
５
年
半
で
、
そ
の
間
に
３
回
の
大

型
練
習
船
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
２
年
生
の
３

月
（
１
か
月
）、
４
年
生
の
後
期
（
５
か
月
）
お
よ
び
６
年
生
の

前
期
（
６
か
月
）
の
、
合
計
12
か
月
間
で
す
。
ま
た
、
商
船
学

科
は
国
土
交
通
省
が
認
定
し
た
船
員
養
成
機
関
で
、
外
航
船
員

に
必
要
な
３
級
海
技
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
外
航
船
員
の
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
統
計
上
、
日
本
の
船
会
社
が
所
有
す
る
船
（
日
本
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
船
）
の
数
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
世
界
の
海
上

貨
物
の
約
10
分
の
１
が
日
本
に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
税

制
面
の
改
革
等
（
国
際
的
な
税
制
面
の
イ
コ
ー
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
等
）
が
進
め
ば
、
日
本
の
外
航
海
運
の
更
な
る
発
展
が
期
待
で

き
ま
す
。
一
方
、
内
航
海
運
が
担
う
国
内
長
距
離
輸
送
で
は
、
自

動
車
や
鉄
道
か
ら
エ
コ
な
海
上
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
進

み
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
フ
ェ
リ
ー
の
船
員
の
需
要
が
増
加
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
今
後
は
外
航
、
内
航
と
も
に
船
員
の
需
要
は
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
船
員
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

は
、
船
員
数
の
増
加
に
直
結
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
校
で
海
事
技

術
者
と
し
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
た
学
生
は
、
必
ず
船

員
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

商
船
学
科
の
学
生
に
特
に
望
む

こ
と
は
、
学
業
を
通
じ
て
海
事
技

術
者
に
な
る
た
め
の
基
礎
を
作
る

こ
と
で
す
。
特
に
低
学
年
は
、
基

礎
科
目
（
英
数
国
理
社
な
ど
）
を
、

毎
日
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

て
く
だ
さ
い
。
課
外
活
動
な
ど
で

体
を
鍛
え
、
日
々
元
気
に
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

電
子
機
械
工
学
科
の
学
科
長
の
古
森
で
す
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
電
子
機
械
工
学
科
は
昭
和
60
年

に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
道
を
歩
ん
で
い
る
卒
業
生
が
遊

び
に
来
て
く
れ
て
、
近
況
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
は
何
よ

り
の
楽
し
み
で
す
。

　

本
学
科
が
、
目
立
た
な
い
け
ど
「
あ
た
り
ま
え
の
日
常

を
支
え
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
人
材
」
の
育
成
を
心
が

け
る
学
科
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

時
代
の
流
れ
と
共
に
、
学
習
方
法
の
変
更
や
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
、
地
元
へ
の
就
職
率
の
向
上
な
ど
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
専
門
科
目
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
定
着
を

図
る
た
め
、
講
義
と
実
験
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
形
態
を
２

年
生
と
次
期
３
年
生
の
一
部
の
専
門
科
目
に
導
入
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
通
常
２
時
間
で
終
わ
る
講
義
を
４
時
間
連
続

で
行
う
こ
と
で
、
前
半
に
講
義
を
受
け
、
後
半
に
講
義
内
容

を
実
験
を
通
し
て
確
か
め
る
授
業
形
態
で
す
。
次
に
、
地
元

企
業
へ
の
就
職
支
援
と
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を
同

時
に
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
就
職
や
進
学
を
控
え
た
４

年
生
の
後
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
航
空
機
産
業
や
ロ
ケ
ッ

ト
技
術
に
特
化
し
た
特
別
講
義
」
を
今
年
か
ら
実
施
す
る
予

定
で
す
。
講
師
は
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
大
学
の
先
生

と
、
地
元
関
連
企
業
の
技
術
者
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
新

聞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
外
で
行
わ
れ
た
航
空
機
産

業
セ
ミ
ナ
ー
に
４
年
生
が
ほ
ぼ
全
員
参
加
す
る
な
ど
、
地
元

企
業
と
の
接
点
よ
り
多
く
持
て
る
機
会
の
充
実
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
特
徴
（
免
許
講
習
等
に
つ
い
て
）

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科
に
つ
い
て商

船
学
科
長
・
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

本校の練習船「鳥羽丸」

電
子
機
械
工
学
科
の
紹
介

電
子
機
械
工
学
科
長

古
森
　
郁
尊
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制
御
情
報
工
学
科
で
は
、
昨
年
度
よ
りPBL

型
の
学
習
機
会

を
多
く
設
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
授
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
３
・
４
年
生
の
工
学
実
験
に
お
い
て
は
、
外
部
コ
ン
テ

ス
ト
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
開
発
や
地
域
の
問
題
解
決
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
に
10
チ
ー
ム
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。
学
生
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
最

優
秀
、
優
秀
賞
を
受
賞
、
気
象
観
測
機
器
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
優

秀
賞
、
高
専
プ
ロ
コ
ン
で
は
特
別
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
外
部

か
ら
多
く
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
学
実
験
で
は
、
学
年
関
係
な
く
チ
ー
ム
編
成
を
行

い
、
議
論
、
開
発
、
発
表
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
机
上
の
学
習
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
実
践
的
な
知
識
・

技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
年
生
に
対
し
て
楽
天
と
協
働
し
て
「
楽
天IT

学
校
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
旅
荘
「
海
の
蝶
」
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
を
含
め
たW

EB

サ
イ
ト
を
制
作
し
、
実

際
に
販
売
し
ま
す
。
さ
ら
に
電
気
情
報
実
習
を
通
じ
て
、
低
学

年
か
ら
「
も
の
づ
く
り
」
の
機
会
も
用
意
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
末
に
は
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
ハ
ッ
カ
ソ
ン

（
短
期
間
で
の
ア
プ
リ
開
発
イ

ベ
ン
ト
）
を
実
施
し
、
30
名
以

上
の
学
生
が
ア
プ
リ
開
発
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

制
御
情
報
工
学
科
で
は
、
今
後

も
新
し
い
企
画
を
積
極
的
に
採
用

し
、
学
生
の
力
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
、
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
し
て
何
事
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
の
一
般
教
育
に
お
い
て
技
術
者
と
し
て
の
基
本
的
な
資
質

と
専
門
科
目
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
学
力
を
養
う
た
め
、
一
般
教
育

科
で
は
、
次
の
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
．
健
康
で
教
養
豊
か
な
社
会
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
的
な
力

を
培
う
。

二
．
専
門
科
目
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
培
う
。

三
．
多
様
な
文
化
に
目
を
向
け
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
基
礎

的
な
力
を
培
う
。

　

本
校
の
学
生
は
、
人
文
・
社
会
系
科
目
、
自
然
科
学
系
科
目
、

保
健
体
育
、
芸
術
及
び
外
国
語
と
い
う
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
高

等
学
校
の
レ
ベ
ル
か
ら
大
学
の
教
養
課
程
の
レ
ベ
ル
ま
で
、
５
年

間
の
一
貫
教
育
の
も
と
で
一
般
教
育
科
目
を
履
修
し
ま
す
。
本
年

度
は
、
一
般
教
育
科
所
属
の
15
名
の
常
勤
教
員
と
12
名
の
非
常
勤

教
員
が
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
課
程
へ
の
移
行
が
、
昨
年
度
の
入
学
生
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
４
年
間
を
か
け
て
、
学
年
進
行
で
新
課

程
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
新
教
育
課
程
は
、
全
国
の
高
専
に
お
け

る
共
通
の
学
習
項
目
を
定
め
た
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。
一
般
教
育
科
目
の
学
習
内
容

が
従
来
の
も
の
か
ら
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

特
に
自
然
科
学
系
の
科
目
で
は
、
専
門
科
目
と
連
携
し
て
内
容
が

考
慮
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
課
程
で
は
「
一

般
基
礎
教
育
」
科
目
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
科
目
は
、
卒
業

後
の
自
己
実
現
の
た
め
に
、
学
生
が
本
校
で
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
力
を
培
う
部
分
と
、
英
語
、
数
学
、
理
科
等
の
基
礎
学
力
や

社
会
人
と
し
て
の
教
養
を
培
う
部
分
と
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
１

年
生
の
１
年
間
と
２
年
生
の
半
期
で
学
び
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
高
専
間
連
携
事
業
と
し
て
学
習
状
況
調
査
等
を

実
施
し
、
調
査
結
果
を
学
生
に
還
元
し
た
り
、
英
語
多
読
学
習
等
、

多
彩
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
未
来
の
技
術
者
と
な
る
自
身
に
何
を
求

め
ら
れ
る
の
か
、
考
え
な
が
ら
の
学
習
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
、
本
校
で
の
学
び
の
環
境
を
存
分
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
専
攻
科
は
、 

２
年
間
の
教
育
課
程
を
修
了
し
、
学
位

授
与
機
構
の
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
四
年
制
大
学
を
卒

業
し
た
の
と
同
等
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
位
の
新
し
い
審
査
方
式
が
始
ま
り
、
３
月
に
初
め
て
の
修

了
生
が
出
て
い
ま
す
。 

　

専
攻
科
の
教
育
で
は
、
特
別
研
究
と
実
験
実
習
が
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
で
は
、
新
し
い

Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
実
験
が
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

生
産
現
場
で
使
わ
れ
る
Ｆ
Ａ
用
の
制
御
機
器
で
あ
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ

を
利
用
し
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
カ
イ
ワ
レ

大
根
の
育
成
の
た
め
の
照
明
や
気
温
の
調
整
、
育
成
棚
へ
出

し
入
れ
を
テ
ー
マ
に
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
各

班
同
じ
テ
ー
マ
と
し
、
競
技
形
式
で
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
写
真
は
、
植
物
の
出
荷
用
の
レ
ー
ン
と
状
態
を
確
認
す

る
画
像
処
理
装
置
、
タ
グ
に
情
報
を
無
線
で
読
み
書
き
す
る

装
置
で
す
。

　

Ｆ
Ａ
に
関
す
る
技
術
向
上
の
た
め
、
オ
ム
ロ
ン
（
株
）
か

ら
講
師
を
招
き
、
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

と
共
同
で
、
よ
り
連
携
を
強
め

て
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
技

術
力
を
試
す
場
と
し
て
、
別
稿

で
紹
介
す
る
よ
う
に
本
校
専
攻

科
の
学
生
が
生
産
技
術
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
２

年
連
続
で
優
勝
し
て
お
り
、
今

年
度
も
優
勝
目
指
し
て
学
生
は

活
動
中
で
す
。

制
御
情
報
工
学
科
の
取
り
組
み

制
御
情
報
工
学
科
長

江
崎
　
修
央

一
般
教
育
科
に
つ
い
て

一
般
教
育
科
長

冨
澤
　
明

専
攻
科
の
紹
介

専
攻
科
長

宮
﨑
　
孝
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10
月
８
日
（
土
）
９
日
（
日
）
に
、
伊

勢
市
観
光
文
化
会
館
に
お
い
て
、
本
校
を

主
管
校
と
し
て
全
国
高
等
専
門
学
校
第
27

回
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト（
通
称
：

高
専
プ
ロ
コ
ン
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

鳥
羽
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て

「
輝
く
真
珠
は
僕
ら
の
発
想（
ア
イ
デ
ア
）」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

高
専
プ
ロ
コ
ン
は
、
課
題
部
門
、
自
由

部
門
、
競
技
部
門
の
３
部
門
か
ら
な
り
ま

す
。
今
年
の
課
題
部
門
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

で
切
り
拓
く
明
る
い
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
、
見
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
関

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
発
表
し
ま
す
。

自
由
部
門
は
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
独
創
的

な
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
競

技
部
門
で
は
、
三
重
県
に
ち
な
ん
だ
図
柄

を
木
の
パ
ズ
ル
と
し
て
出
題
し
、
回
答
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
計
算
さ
せ
、
参
加
学
生

が
実
際
に
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
る
時
間
を

競
い
ま
す
。

６
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
予
選
の
結

果
、
本
校
か
ら
は
自
由
部
門
に
「
み
つ
ば

ち
ず
︱
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
防
災
減
災
地

図
作
成
シ
ス
テ
ム
︱
」
と
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
・

Ｌ
Ｏ
Ｇ
︱
鏡
で
つ
な
が
る
家
族
の
絆
︱
」

の
２
チ
ー
ム
、競
技
部
門
に
も
１
チ
ー
ム
、

合
計
３
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

「
み
つ
ば
ち
ず
」
は
、
近
い
将
来
に
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震
が
発

生
し
た
際
に
、
地
域
住
民
が
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
て
、
被
災
状
況
を
確
認
し
対
策
を

講
じ
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

動
的
に
県
や
国
の
防
災
対
策
本
部
へ
被
災

状
況
を
伝
達
し
、
適
切
な
連
携
が
図
れ
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
一

方
、「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
・
Ｌ
Ｏ
Ｇ
」
は
、
家
族

が
日
常
生
活
を
送
る
中
で
鏡
に
備
え
付
け

ら
れ
た
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て

健
康
状
態
を
管
理
し
ま
す
。
遠
く
離
れ
て

単
身
赴
任
や
一
人
暮
ら
し
を
す
る
家
族
の

ケ
ア
も
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

プ
ロ
コ
ン
本
選
で
は
、
教
職
員
の
ほ

か
、
制
御
情
報
工
学
科
の
３
年
生
、
４
年

生
、
５
年
生
、
学
生
会
に
も
運
営
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
高
専
の
な
か
で
も
３
学
科
し

か
な
い
小
規
模
校
で
の
開
催
は
難
し
い
の

で
す
が
、
鳥
羽
商
船
高
専
な
ら
で
は
の
団

結
力
で
乗
り
切
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。本

校
で
は
、
高
専
プ
ロ
コ
ン
で
多
く
の

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
地
元
開
催
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
成
果
が
残
せ
る
よ
う
に
学
生
は
も

ち
ろ
ん
、
指
導
教
員
・
技
術
職
員
、
窓
口

業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
事
務
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
本
選
で
は
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

高
専
学
生
の
最
高
レ
ベ
ル
の
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

高
専
プ
ロ
コ
ン
鳥
羽
大
会

プ
ロ
コ
ン
実
行
委
員
会　

事
務
局
長

江
崎
　
修
央
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『
国
際
交
流
推
進
室
か
ら
』

国
際
交
流
推
進
室
長

橋
爪
　
仙
彦

毎
年
、
新
年
度
の
始
ま
り
に

は
春
休
み
に
行
っ
た
国
際
交
流
行

事
の
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
す
で
に
３
回
の
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
報
告
会
で
は
、
３
月

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
っ
た
Ｍ

Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
ワ
イ
の
カ

ウ
ア
イ
で
行
っ
た
Ｋ
Ｃ
Ｃ
国
際

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
、

３
月
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

学
生
が
本
校
に
滞
在
し
て
行
わ

れ
たToba ICT Project

に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
学
生
が

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
発
表

や
質
疑
応
答
も
英
語
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
２
回
報
告
会
で
は
、
ト
ビ
タ

テ
留
学JAPAN

に
参
加
し
た
２

名
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
１
名

は
三
重
県
人
材
育
成
コ
ー
ス
で
ア

メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
に
半
年
間
留

学
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
も
う
一

人
は
本
校
か
ら
豊
橋
技
術
科
学
大

学
に
進
学
し
た
後
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
年
間
ド

イ
ツ
に
留
学
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
自
分
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
留
学
プ
ラ
ン
を
計

画
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

今
後
よ
り
多
く
の
学
生
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

第
３
回
報
告
会
で
は
、
本
校

で
勉
強
し
て
い
る
留
学
生
４
名
に

よ
る
発
表
で
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
、

ラ
オ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
、
今
年
度
の
国
際

交
流
行
事
の
募
集
も
始
ま
る
頃
で

す
。
教
室
や
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ

る
ポ
ス
タ
ー
や
案
内
を
普
段
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
参
加
し
た
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

ん
ど
ん
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

M
EL CAM

P

に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
３
年

服
部
　
力
斗

私
は
今
年
３
月
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
たM

EL 

CAM
P

に
参
加
し
ま
し
た
。M

EL 

CAM
P

と
は
、SM

A

（Singapore 

M
aritim

e Academ
y

）
の
学
生

た
ち
と
共
に
客
船
で
生
活
し
、

様
々
な
活
動
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
今
回
はITE

（Institute 

of technical education

）、
大

島
商
船
の
学
生
た
ち
も
参
加
し

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
前
に
、SP

（Singapore 

Polytechnic

）
の
講
師
か
ら
英

会
話
の
基
礎
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

英
語
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

私
は
今
回
初
め
て
海
外
へ
行

き
、
文
化
や
言
語
の
違
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
し
て

英
語
で
会
話
す
る
こ
と
は
、
難
し

い
け
ど
面
白
い
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

英
語
は
訛
り
が
強
く
て
と
て
も
早

口
な
の
で
、
初
め
の
う
ち
は
聞
き

取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
自
分
の
英
語
が
伝
わ
ら
な

い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。で
す
が
、

徐
々
に
慣
れ
て
い
き
、
少
し
ず
つ

聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
い

た
い
こ
と
も
伝
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
客
船
の
上
で
は
、
船
や

海
図
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
性
格
に

関
す
る
講
義
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は

全
て
英
語
で
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
自
由
時
間
で
は 

趣
味
や
お

互
い
の
国
な
ど
に
つ
い
て
、
た
く

さ
ん
の
話
を
で
き
た
こ
と
は
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
、
海
外
で
過
ご
す
こ
と
の

楽
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
食
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文
化
や
言
語
も
日
本
と
は
全
く
違

い
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
楽
し
く
過

ご
せ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
自

分
に
と
っ
て
い
い
経
験
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

多
読
推
進
の
現
状

制
御
情
報
工
学
科

伊
藤
　
立
治

平
成
26
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
実
施
し
て
い
る
多
読
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
ま
ず
今
年
度
の
推
進
対

象
ク
ラ
ス
は
、
１
、２
年
生
全
ク

ラ
ス
と
制
御
情
報
工
学
科
全
ク
ラ

ス
で
す
。
対
象
学
生
に
は
、
１
年

生
の
場
合
月
３
，
０
０
０
語
、
２

年
生
以
上
は
学
年
が
一
つ
上
が
る

毎
に
読
書
量
を
１
，
０
０
０
語
上

乗
せ
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。
多
読
へ
の
積
極
参
加
を
希
望

す
る
学
生
は
、
毎
週
実
施
し
て
い

る
読
書
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

通
学
生
中
心
の
多
読
サ
ー
ク
ル

（ERC

）
と
寮
生
多
読
サ
ー
ク
ル

（ERCb

）
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
全
５
年
生
が
受

験
し
たTO

EIC

でERC

の
５

年
生
は
全
５
年
生
の
平
均
よ
り

２
０
０
点
高
い
点
を
取
り
ま
し

た
。
ま
たERC

キ
ャ
プ
テ
ン
の

学
生
は
、
わ
ず
か
半
年
間
の
留
学

でTO
EIC

ス
コ
ア
を
２
７
５
点

も
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
驚
異
的

な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
読
推
進
の
成

果
が
出
て
い
ま
す
。
多
読
推
進
は

多
読
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（W
G

）
が
母
体
と
な
り
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
鏡
先

生
、
吉
田
先
生
、
亀
谷
先
生
、
中

井
先
生
、
伊
藤
（
立
）
の
５
名
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

毎
週
の
読
書
会
以
外
に
英
文
多
読

入
門
講
座
（
８
月
）、
夏
期
合
宿

e-CAM
P

（
８
月
）、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
（
10
月
～
12
月
）、

多
読
集
中
講
座e-SEM

IN
AR

（
３

月
）
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
予
定
で
す
。

寮
生
多
読
サ
ー
ク
ル
の

活
動

商
船
学
科
２
年

遠
藤
　
正
文

私
は
毎
週
水
曜
日
の
夜
８
時

か
ら
８
時
30
分
の
間
に
英
語
の
指

導
者
と
し
て
寮
生
多
読
サ
ー
ク
ル

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
３

学
科
１
、２
年
生
男
女
合
わ
せ
て

17
名
で
、
英
語
が
得
意
な
子
も
苦

手
な
子
も
い
ま
す
。
簡
単
な
多
読

教
材
を
使
っ
て
、英
語
に
親
し
み
、

苦
手
意
識
を
無
く
せ
る
よ
う
に
、

分
か
り
や
す
い
説
明
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
自
身
も
英
語

の
理
解
力
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

英
検
上
位
資
格
の
合
格
、TO

EIC

高
得
点
、
５
年
間
で
の
多
読
の
累

積
語
数
１
０
０
万
語
を
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
も
多
読
、
英
語
の
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

制
御
情
報
工
学
科
３
年

フ
ィ
ン
セ
ン

　

こ
ん
に
ち
は
、
フ
ィ
ン
セ
ン
で

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
ま
し

た
。
趣
味
は
旅
行
や
睡
眠
や
音
楽

を
聴
く
こ
と
で
す
。
高
専
で
は
勉

強
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
作
っ
た

料
理
が
ま
ず
い
の
で
調
理
も
頑
張

り
た
い
で
す
。
短
か
い
自
己
紹
介

で
す
が
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　

と
こ
ろ
で
、
写
真
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
撮
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
韓
国
の
ナ
ミ
島
で
撮
っ
た

も
の
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の

い
い
写
真
は
な
か
っ
た
の
で
す
み

ま
せ
ん
。

留
学
生
自
己
紹
介

寮内読書会の様子
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ラ
グ
ビ
ー
部
の
紹
介

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
3
年

尾
嵜
　
広
夢

こ
ん
に
ち
は
、
商
船
学
科
機
関
コ
ー

ス
3
年
の
尾
嵜
広
夢
で
す
。
私
は
ラ
グ

ビ
ー
部
の
主
将
を
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
は
1
チ
ー
ム
15
人
で
プ

レ
ー
を
行
い
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で

一
番
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の
人
数
が
多
い
競
技

で
す
。

そ
め
た
め
、
個
人
の
力
だ
け
で
な
く

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
内
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
よ
り
役
割
が
大
き
く
異
な
り
、
体
の

大
き
い
小
さ
い
に
関
係
な
く
、
足
が
速

い
・
力
が
強
い
・
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
得

意
と
い
っ
た
、
様
々
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
活

躍
で
き
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
は
人
数
が
多
い
だ
け
で
な

く
タ
ッ
ク
ル
、
ス
ク
ラ
ム
と
い
っ
た
体
と

体
が
直
接
ぶ
つ
か
り
合
う
コ
ン
タ
ク
ト
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
非
常
に
激
し
く
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
プ
レ
ー
が
醍
醐
味
で
す
。
激
し

い
プ
レ
ー
で
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
、
練

習
も
そ
れ
な
り
に
厳
し
い
内
容
と
な
り
、

ラ
ブ
ビ
ー
部
員
は
汗
と
砂
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
日
々
、
楽
し
く
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
部
員
が
な
か
な
か
集

ま
ら
ず
、
大
会
に
参
加
す
る
の
が
や
っ
と

で
し
た
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
活
躍

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
（
7
人
制
で
す

が
）
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
部
員
が

徐
々
に
増
え
、
昨
年
高
専
大
会
で
は
東
海

地
区
で
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ロ
ボ
コ
ン
同
好
会
の
紹
介

電
子
機
械
工
学
科
４
年

片
浦
　
雄
大

み
な
さ
ん
ロ
ボ
コ
ン
を
ご
存
知
で
す

か
？
私
た
ち
ロ
ボ
コ
ン
同
好
会
は
、
ロ
ボ

コ
ン
に
出
場
す
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
制

作
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
コ

ン
と
は
、
毎
年
10
月
ご
ろ
に
開
催
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
全
国
高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
で
す
。
ロ
ボ
コ
ン

は
毎
年
競
技
課
題
が
変
わ
る
の
で
、
そ
れ

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考

え
、
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
制
作
に
は
大
ま
か
に
設

計
、
加
工
、
回
路
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
４
つ

の
作
業
が
あ
り
、
作
業
を
分
担
し
て
一
つ

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
複
数

人
で
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
学
科
や
学
年
、
上
下
関

係
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
み
ん
な
で
協
力

し
あ
い
作
業
を
行
い
ま
す
。
意
見
の
食
い

違
い
で
の
衝
突
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
協

力
し
て
で
き
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
と
、
そ

の
喜
び
は
す
ご
く
大
き
い
で
す
。
今
年
は

全
国
大
会
出
場
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

気
象
文
化
大
賞

「
高
校
・
高
専
気
象
観
測
機
器
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
優
秀
賞
・
特
別
賞
を
受
賞

従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
気
象

観
測
機
器
の
開
発
を
目
指
す
「
高
校
・
高

専　

気
象
観
測
機
器
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お

い
て
、
制
御
情
報
工
学
科
４
年
生
、
及
び

２
年
生
か
ら
構
成
さ
れ
る
２
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
と
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。優

秀
賞
を
受
賞
し
た
「
傘
の
花
畑
」
は
、

日
常
生
活
の
「
傘
を
さ
す
」「
傘
を
持
っ

て
い
く
」
と
い
う
人
の
振
る
舞
い
か
ら
、

雨
が
降
っ
て
い
る
場
所
を
知
ら
せ
た
り
、

雨
が
振
り
そ
う
な
場
所
を
予
測
し
た
り
す

る
シ
ス
テ
ム
を
「
ス
マ
ホ
」
で
実
現
し
た

作
品
で
、
人
が
気
象
セ
ン
サ
ー
に
な
る
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
賞
を
受
賞
し
た
「
波
高
船(

ハ

コ
ブ
ネ)

」
は
、
高
波
や
津
波
等
の
水
位

の
上
昇
を
早
期
に
警
戒
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
、
安
価
な
中
古
ス
マ
ホ
を
活
用
し

て
作
成
し
た
波
高
観
測
シ
ス
テ
ム
で
す
。

高専ロボコン 2015 東海北陸地区大会本番の様子
※左：奥田崇礼（現 M5）、右：片浦雄大（現 M4）

優秀賞受賞チームメンバー
制御情報工学科４年生　大北 悠人　杉野 寿揮
制御情報工学科２年生　村山 由莉衣 
特別賞受賞チームメンバー
制御情報工学科４年生　城 徳馬　宮原 渉
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イ
マ
ジ
ン
カ
ッ
プ

日
本
予
選
大
会
部
門
賞
受
賞
！

制
御
情
報
工
学
科
５
年

山
本
　
龍
也

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
「SaN

aV
i

」
と

い
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
小
型
船

舶
の
事
故
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
イ
マ

ジ
ン
カ
ッ
プ
日
本
大
会
の
ワ
ー
ル
ド
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
部
門
で
見
事
、
部
門
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
！

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
４
人
で
日
々
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

資
料
作
り
を
頑
張
っ
て
き
た
結
果
が
評
価

さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

「SaN
aV

i

」
の
発
表
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
企
業
の
方
々
や
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
社
員
様
方
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
や
教
官
方
、
相

談
に
乗
っ
て
い
た

だ
い
た
沢
山
の

方
々
に
は
頭
が
上

が
り
ま
せ
ん
。
部

門
優
勝
と
い
う
結

果
を
残
す
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

Open  Hack  U  2015

最
優
秀
賞

制
御
情
報
工
学
科
４
年

服
部
　
魁
人

私
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

Yahoo Japan

主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
、

O
pen H

ack U
 2015

に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
理
由

は
、
限
ら
れ
た
開
発
期
間
で
ど
こ
ま
で
や

れ
る
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
か
ら
２
週
間
前
に
５
年

生
の
奥
田
健
斗
君
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
動

き
出
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
タ

ブ
ー
を
破
ろ
う
と
話
し
合
い
、iPhone

を

投
げ
て
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
の
よ
う
に
宙
を

舞
う
感
覚
を
得
ら
れ
る
ア
プ
リ
『Tinker

』

を
開
発
し
ま
し
た
。

発
表
当
日
、
審
査
員
長
か
ら
「
こ
れ
は
ア

イ
デ
ア
勝
ち
だ
よ
ね
！
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
通
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
能
力
を
大

き
く
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
、
経

験
を
積
ん
で
い
き
ま

す
。

生
産
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
で

２
連
覇

専
攻
科 

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
２
年

服
部
　
龍
太
郎

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
お
よ
び
高
専
機

構
・
共
同
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
の

生
産
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
２
０
１
５
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
専
攻
科
三
名
か
ら
な
る
チ

ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
課
題
は
、
三
軸

の
ア
ー
ム
を
使
い
ボ
ル
ト
を
指
定
さ
れ
た

場
所
に
運
ぶ
こ
と
と
、
回
転
す
る
紙
に
筆

で
文
字
を
書
く
も
の
で
し
た
。
以
前
の
大

会
で
優
勝
し
た
実
績
も
あ
り
鳥
羽
商
船
に

対
す
る
周
り
の
評
価
は
自
分
た
ち
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
高
く
、
期
待
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
周
り
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
努
力

を
惜
し
ま
ず
、
無
事
に
２
連
覇
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
チ
ー
ム
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
一
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
学
べ
た

こ
と
は
自
分
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

プレゼンを終えて一息ついたところ

　

昨
年
度
末
に
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
電
算
室
、

演
習
室
１
・
演
習
室
２
、
そ
し
て
３
号
館
２
階

演
習
室
３
の
教
育
用
電
算
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ

ム
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
演
習
室
用

の
デ
ス
ク
ト
ッ
プP

C

１
５
３
台
も
更
新
さ
れ
、

最
新
のIC

T

活
用
教
育
に
対
応
で
き
る
環
境
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
可
能
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
数
値
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

M
A
T
LA
B

や
３D

-C
ad

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

S
olidW

orks

等
の
昨
年
度
教
育
用
電
算
シ
ス

テ
ム
の
資
産
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
に

V
irtualB

ox

お
よ
びV

agrant

か
ら
な
る
学

習
用
仮
想
環
境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
よ
り
高
度
な
サ
ー
バ
構
築
実
習
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
演
習
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
変
更
点
と
し
て
は
、

演
習
室P

C

の
ロ
グ
イ
ン
認
証
に
高
専
機
構
共

通
認
証
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
無
線

LA
N

環
境T

obaW
ifi

、B
lackboard

、
進
路

支
援
シ
ス
テ
ム
そ
し
てO

ffi
ce365

等
と
同
じ

ユ
ー
ザ
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
パ
ス

ワ
ー
ド
は
年
１
回
の

更
新
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
更
新
を

行
わ
な
い
と
前
述
の

シ
ス
テ
ム
が
使
え
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
更

新
期
限
の
２
週
間
前

か
ら
更
新
を
促
す

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
パ

ス
ワ
ー
ド
更
新
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
長　

白
石
　
和
章
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４
月
に
滋
賀
医
科
大
学
か

ら
着
任
し
ま
し
た
。
前
任
の
大

学
で
は
医
学
生
の
臨
床
実
習
の

お
世
話
や
県
内
の
大
学
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
連
絡
調
整
な
ど
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
出
身

は
兵
庫
県
で
、
い
く
つ
か
の
大

学
、
高
専
で
勤
務
し
て
き
ま
し

た
が
、
商
船
系
は
神
戸
商
船
大

（
現
神
戸
大
海
事
科
学
部
）
と

弓
削
商
船
高
専
で
の
勤
務
を
合

わ
せ
て
３
度
目
と
な
り
、
懐
か

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

朝
、
出
勤
途
中
に
多
く
の

学
生
が
元
気
な
挨
拶
を
交
わ
し

て
く
れ
ま
す
。
清
々
し
さ
と
、

伝
統
校
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん

な
学
生
の
未
来
の
た
め
に
、
人

「
材
」
育
成
を
ベ
ー
ス
に
新
田

校
長
の
指
導
の
下
、
石
田
副
校

長
は
じ
め
み
な
さ
ん
と
協
働
し

な
が
ら
、
事
務
の
立
場
で
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

４
月
１
日
付
で
鈴
鹿
工
業

高
等
専
門
学
校
か
ら
高
専
間
教

員
交
流
制
度
で
参
り
ま
し
た
、

山
﨑
賢
二
と
申
し
ま
す
。
２
年

間
の
任
期
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
授
業
は
、「
理
科
総

合
（
地
学
）」、「
化
学
」、「
環

境
化
学
」
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
校
内
で
は
い
つ
も
白
衣
姿

で
お
り
ま
す
の
で
、
見
つ
け
て

い
た
だ
き
や
す
い
と
思
い
ま

す
。私
と
高
専
と
の
縁
は
深
く
、

和
歌
山
県
御
坊
市
に
あ
り
ま
す

和
歌
山
高
専
を
卒
業
し
、
そ
の

後
豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
多
く

の
高
専
生
と
繋
が
り
を
持
ち
、

鈴
鹿
高
専
に
勤
務
、
今
ま
た
鳥

羽
商
船
高
専
と
の
ご
縁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
大

切
に
し
て
、
仕
事
は
も
と
よ
り

で
す
が
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
名

誉
に
あ
ず
か
っ
た
こ
こ
伊
勢
志

摩
の
地
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

本
年
４
月
16
日
付
で
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
技
術
職
員
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
三
重
野
崇
亮

と
申
し
ま
す
。
私
は
平
成
22
年

度
に
本
校
の
制
御
情
報
工
学
科

を
卒
業
し
、
本
年
３
月
ま
で
地

元
伊
勢
の
工
場
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
母
校
に

勤
務
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
本
校
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
も

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
験
実

習
で
は
親
近
感
を
活
か
し
て
学

生
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
よ
り
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
の
技
術
職
員
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

富
山
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
民
間
会
社
で
プ
ラ
ン
ト

設
備
の
設
計
業
務
な
ど
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
も
の
づ
く
り
と

高
専
独
特
の
雰
囲
気
が
忘
れ
ら

れ
ず
卒
業
し
て
２
年
で
戻
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

前
職
で
学
ん
だ
設
計
製
図

や
安
全
に
関
す
る
知
識
を
活
か

し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
実
物

モ
デ
ル
を
作
る
な
ど
し
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

学
生
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

４
月
よ
り
一
般
教
育
科
に

赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
西
川
雅

堂
で
す
。
高
専
︱
技
科
大
間
人

事
交
流
制
度
に
て
昨
年
ま
で
２

年
間
、
豊
田
工
業
高
専
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
豊
田
高
専

の
特
色
は
、
寮
生
の
多
さ
と
留

学
す
る
学
生
の
多
さ
で
す
。
赴

任
し
た
１
年
目
で
電
気
電
子
シ

ス
テ
ム
工
学
科
２
年
の
指
導
教

員(

担
任)

を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
夏
に
留
学
か
ら

帰
っ
て
く
る
学
生
が
10
人
ほ
ど

い
ま
し
た
。
50
人
を
超
え
る
ク

ラ
ス
で
大
変
で
し
た
が
、
基
本

的
に
自
分
で
考
え
行
動
す
る
学

生
が
多
く
、
何
も
わ
か
ら
な
い

私
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
先

生
の
こ
と
を
下
の
名
前
で
呼
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
場
を
わ

き
ま
え
て
先
生
と
の
距
離
を
と

っ
て
接
し
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
す
。
校
内
を
歩
い
て
も
ど
の

学
年
の
子
も
挨
拶
し
て
く
れ
、

気
持
ち
の
い
い
２
年
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
部
長菅

野
　
敬
也

一
般
教
育
科山

﨑
　
賢
二

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
技
術
職
員

三
重
野
　
崇
亮

一
般
教
育
科西

川
　
雅
堂

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
技
術
職
員

島
田
　
周
作
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（平成28年1月1日付け）
○昇任
総務課施設係長	 	 竹内　晃輔（総務課施設係施設主任）

○採用
総務課施設係	 	 宮

みや

崎
ざき

　政
まさ

志
し

（平成28年2月29日付け）
○退職
木村　佳嗣（テクノセンター技術職員）

（平成28年３月31日付け）
○定年退職
豆本　博一（事務部長）
塚原　祐子（学生課長）
廣地　武郎（電子機械工学科教授）
西世古悌治（一般教育講師）
長谷川秀文（テクノセンター技術長）

○雇用期間満了
大石　哲男（電子機械工学科嘱託教授）

○辞職
境　　善行（商船学科准教授）

○転出
林　　浩史（総務課総務係長）

○任期満了
宮嶋　恭子（総務課企画・地域連携係有期雇用職員）
ブレイ珠子（学生課教務係有期雇用職員）

（平成28年4月1日付け）
【教　員】
○併任
教務主事	 	 石田　邦光（再）
学生主事	 	 坂牧　孝規（再）

○昇任
制御情報工学科　教授	 	 溝口　卓哉
一般教育科　　　教授	 	 鈴木　　聡

○転入（高専間配置換（人事交流）を含む）
一般教育科　　　教授	 	 山

やま

﨑
さき

　賢
けん

二
じ

（鈴鹿高専教授）
一般教育科　　　准教授	 	 西

にし

川
かわ

　雅
まさ

堂
たか

（豊田高専准教授）　　　　　

○採用（再雇用）
電子機械工学科　嘱託教授	 	廣地　武郎
一般教育科　　　嘱託講師	 	西世古悌治

○併任等
テクノセンター長	 	 鈴木　治（新）
海事システム学専攻主任	 	 窪田		祥朗（新）
副総合情報センター長	 	 脇坂　賢（再）
教務主事補　	 	 瀨田　広明（新）
学生主事補	 	 林　　浩一（新）
寮務主事補	 	 西川　雅堂（新）

○転出（高専間配置換（人事交流）を含む）
鈴鹿高専	 	 澤田　圭樹（一般教育科）
豊田高専	 	 都築　啓太（制御情報工学科）

【職　員】
○昇任
学生課専門員（教務担当）	 	 東川さゑ子（学生課教務係長）
総務課財務・経理係財務経理主任
	 	 中井　清吾（総務課財務・経理係）
学生課学生生活係学生生活主任
	 	 小竹　悠哉（学生課学生生活係）

○転入（高専間配置換（人事交流）を含む）
事務部長	 	 菅

すが

野
の

　敬
のり

也
や

（滋賀医科大学学生課長）
学生課長	 	 梅

うめ

村
むら

　智
とも

文
ふみ

（岐阜高専学生課長）
総務課総務係長	 	 井

いの

上
うえ

　暢
のぶ

浩
ひろ

	 	 （三重大学医学・病院管理部総務課総務係主任）
学生課教務係長	 	 前

まえ

田
だ

　剛
ごう

	 	 （鈴鹿工業高等専門学校学生課主任）
総務課人事労務係	 	 廣

ひろ

田
た

真
ま

理
り

子
こ

	 	 （鈴鹿工業高等専門学校総務課係員）

○採用（新規採用）
学生課教務係	 	 野

の

間
ま

　己
み

由
ゆ

○併任
学生課学生生活係長	 	 山本　敬児（学生課課長補佐）

○配置換
学生課図書係長	 	 柄田　むつみ（総務課図書係長）
学生課図書係図書主任	 	 北山　里見（総務課図書係図書主任）
学生課図書係非常勤職員	 	 濵口　典子（総務課図書係非常勤職員）

○転出（高専間配置換（人事交流）を含む）
津山高専学生課寮務係長	 	 別宮　　剛（学生課学生生活係長）
鈴鹿高専総務課	 	 山村　優美（総務課人事労務係）
鈴鹿高専学生課	 	 川合　洋平（学生課教務係）
	

【技術職員】
○昇任
テクノセンター技術長	 	 毛利　純一
	 	 （テクノセンター技術専門職員）

○採用（新規採用）
テクノセンター技術職員	 	 島田　周作

○採用（再雇用）
テクノセンター技術職員	 	 長谷川		秀文

（平成28年4月16日付け）
○採用（新規採用）
テクノセンター技術職員	 	 三

み

重
え

野
の

　崇
そう

亮
すけ
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　平成27年11月10日（火）～11月13日（金）に専攻科生産システム工学専攻2年生の島影
瑞希さんが、フィンランドのヘルシンキで行われたSLUSH (Helsinki ,  Finland)に参加しま
した。SLUSHとは起業家によるプレゼンテーションイベントであり、島影さんは学生の観点か
ら起業教育の高専教育への取り組みに関する情報収集と調査を行いました。

SLUSH

平成28年度　入学式
　麗らかな春の日差しの下、４月５日（火）本校第２体育館において平成２８年度本科
並びに専攻科の入学式を挙行いたしました。
　式では、新田校長の入学許可の後、式辞で「新しい社会づくりに貢献できる技術に
ついて、学校での学びを活かしてほしい。」と述べられました。
　 在 校 生 代 表から歓 迎の辞の後 、新 入 生 代 表から宣 誓が、専 攻 科 入 学 生 代 表 生
産システム工学専攻代表から挨拶があり、式は厳かのうちに終了いたしました。

学校通信

編集後記

鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp

平成28年7月発行　鳥羽商船高等専門学校
広報・公開委員会「広報誌専門部会」
三重県鳥羽市池上町1番1号　TEL 0599-25-8013
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● 校長挨拶　　　　　　　　● 設備紹介
● 学科紹介　　　　　　　　● 新任教職員紹介
● 高専プロコン鳥羽大会　　● 教職員の人事異動
● 国際交流　　　　　　　　● 学校通信
● 学生活動の紹介　　　　　　

新入生オリエンテーション 新入寮生歓迎BBQ

入　　学　　式

公開講座・出前授業実施

機関士のしごと体験
物を冷やす仕組み
オリジナルTシャツ・バッグ作成講座
食品の加熱って？－電気を利用したヒータの製作－
LEGOロボットを作ろう(初級)
LEGOロボットを作ろう(機械)

オリジナル下敷きを作ろう！
LEGOロボットを作ろう(情報)

担当学科 講 座 名

商船学科・テクノセンター

電子機械工学科・制御情報工学科

商船学科

電子機械工学科・制御情報工学科

商船学科

電子機械工学科

制御情報工学科

制御情報工学科

公開講座公開講座

出前授業出前授業

サイテクランド in 鳥羽商船 2016

その他の講座その他の講座

鳥羽丸体験航海「伊勢湾を調べよう」
ソーラーで動くおもちゃ工作

「INNOVATOR’S SUMMER」in 鳥羽商船
いちごジャムでマイコンプログラミング

電気を測ってオームの法則を確認しよう

3Dプリンタでオリジナルスマートフォンスタンド
を作ってみよう

手作り振動型発電機を作ってLEDを光らそう 8月23日（火）　9:00～12:00

9月４日（日）　9:00～12:00おもしろ理科実験

7月26日（火）  13:00～16:00

8月19日（金）　9:30～12:00

8月25日（木）  14:00～16:00

8月26日（金）  10:00～16:00
8月27日（土）  10:00～16:00

8月29日（月）　9:30～15:30

開 催 日講 座 名

みえアカデミックセミナー

練習船「鳥羽丸」による名古屋港PR活動
及び一般公開

鳥羽商船高専の練習船に乗って
体験航海と造船所見学

みんなでたのしく遊ぼう！ロボット教室

もうすぐクリスマス
遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話

練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海（四日市港まつり） 8月７日（日）

7月22日（金）

8月４日（木）

10月

11月

12月下旬

開 催 日講 座 名
風に向かって走る車を作ろう
合成写真を作って遊ぼう
ヒューマノイドアニメーションを作ってみよう
３DCGを体験してみよう(初級編）
３DCGを体験してみよう(応用編）
３DCGアニメーションを体験してみよう
クリップモータで車は走るか？

商船学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

電子機械工学科

トランシーバを使ってみよう 商船学科

体験型学習

教養講座

教養講座

開 催 日講 座 名

未定小学生のためのバレーボール教室

秋の公開講座秋の公開講座

英文多読入門講座
入試対策講座(仮称)

８月１日（月）  13:00～15:00
11月頃予定

　学校だより第84号をお届け致します。
　本号は、本校学生の国際交流やクラブ・サークルにおける活動、プログラミングコンテストをはじめと
する様々なコンテストでの目覚ましい活躍の紹介を中心とした内容でお送り致しております。
　社会の要請に応えて進化する鳥羽商船高等専門学校の今の姿をお伝えできれば幸いです。
　本号におきましても、多くの方に記事をおよせ頂きました。有難うございました。　　　　　 （山下記）


